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松井先生からは「魚を使ったヒトの
難病の研究」についてお話をいただき
ました。なぜ、ヒトの難病の研究なの
に魚を研究材料にするのか、魚の中で
もアフリカメダカが研究に適している
のはなぜか、魚を研究材料にすること
でパーキンソン病などの難病の新しい
病態が少しずつわかってきているのは
なぜか、などについてわかりやすく説
明いただきました。
鈴木先生からは「脳から見た学習」

についてお話しいただきました。ヒト
の脳の形、脳細胞の数、脳内の伝達方

「臓器移植のように脳の移植はあるのか」「多様な特性をもつ子孫を残すシステムが
あるヒトのような生物は他にいるか」「ドーパミン神経以外にも減っていくと病気にな
る神経はあるのか」「老化が早く進む病気はヒトにもあるのか」「研究に適しているア
フリカメダカのデメリットは」「脳の部分によって酸素を使う量に違いかあるか」など、
鋭い質問がたくさん出ました。
知れば知るほどわからないことが増えてくるような「脳」。まるで無限の広がりをも

つ宇宙が、私たちの頭の中に存在するようにも感じます。
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法、脳内の仕組みと働き、学習とは、
脳の不思議、脳の機能を見る方法など
について、わかりやすいイラストを交
えて説明していただきました。
脳の最先端の研究についてのお話で

したので、内容としてはとても高度な
ものでした。しかし、小中学生の受講
生にオンラインでも理解できるように
と、お二人とも入念に準備した上で、
熱意を込めてお話してくださいました。


